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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
６
年
の
新
春

に
あ
た
り
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん

で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
議
会
メ
ン
バ
ー
も
大
き

く
入
れ
替
わ
り
新
体
制
に
て
ス

タ
ー
ト
を
切
り
、
ま
た
議
会
だ
よ

り
は
発
行
か
ら
₅0
号
の
節
目
を
迎

え
、本
紙
で
₅1
号
と
な
り
ま
し
た
。

着
実
に
新
し
い
時
代
を
歩
ん
で
い

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
「
辰
」。

「
辰
」
は
十
二
支
の
中
で
最
も

縁
起
が
良
い
と
言
わ
れ
、
特
に

物
事
を
良
い
方
向
へ
導
い
て
く
れ

る
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
議
会
も
辰
の
ご
と
く
村
民

の
皆
様
の
生
活
や
福
祉
向
上
の
た

め
に
頑
張
っ
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

No.

令和５年度朝日村二十歳のつどい

2024

躍進の時代へ 朝日村議会議長　北村 直樹



あさひむら　議会だより ₂

　12月の定例議会は５日から1₅日までの11日間の会期で開催された。
　提出された議案は条例10件、予算６件、報告１件、その他２件
で、５日の全員協議会、８日の総務産業委員会、12日には一般質
問を行い、1₅日最終日に上程された同意３件全ての議案を原案ど
おり可決した。

＜主な議案＞

朝日村犯罪被害者等支援条例の制定
　犯罪被害者等の支援を総合的に推進し、犯罪被害者等が受けた
被害の早期回復及び軽減を図ることを目的として制定

朝日村防犯カメラの設置及び運用に関する条例の制定
　村が行う防犯カメラの設置及び運用に関し必要な事項を定め、村民等の権利利益を保護するとともに、村民等
が安心して安全に暮らし続けられる地域社会の実現に寄与することを目的として制定

一般会計補正予算
　歳出の主なものは、地方債の繰上償還金１億2,70₅万円　・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業（低
所得世帯支援追加分）2,0₃₉万円、本郷工区ほ場整備事業2,010万円

朝日村防犯カメラの設置及び運用に関する条例の制定	質疑・討論行われる

　最終日には、議案第₅₈号朝日村防犯カメラの設置及び運用に関する条例の制定に対する質疑、討論が行われた。
　質疑では、豊田惠美子議員から「この条例制定に当たって住民から理解が得られているのか」との問いに、村
からは「過去に議員からの設置要望もあり、また近年の社会状況を鑑み検討してきた条例であり、パブリックコ
メント、村公式 LINE、新聞掲載等々行い周知を図ってきた。」と回答があった。
　また、豊田議員は「時期尚早」と反対討論を行い、小林弘之議員、羽多野美映議員が「地域の安全のために設
置するものである。何よりも住民を守ることが重要である。」と賛成討論を行い、賛成８、反対１で可決された。

議案
番号 議案の内容

議員名及び賛否　〇賛成　×反対

齊藤
正法

中村
文映

羽多野
美映

豊田
惠美子

清澤
あゆみ

古池
美佐江

小林
弘之

清沢
正毅

清沢
敬子

第₅₈号
朝日村防犯カメラの設置及び
運用に関する条例の制定に
ついて

〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

人事案件	 朝日村固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
	 柳沢　俊作	氏　　上條　安志	氏　　上條　幸男	氏
	 任期　令和５年12月2₅日から令和８年12月2₄日まで（３年間）

地方債繰上償還金・物価高騰対応重点支援金事業など
２億1,700万円追加
令和５年度
一般会計予算 総額38億9,820万円に
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定例会
12/5 ～15

10
月
27
日

●
医
療
体
制
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
３
回
の
協
議
会
内
容
と
住
民
向
け
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
今

後
現
在
の
協
議
会
か
ら
選
考
委
員
会
と
建

設
委
員
会
を
分
け
令
和
８
年
３
月
の
診
療

所
開
設
を
目
指
す
。

●�

デ
ジ
タ
ル
化
検
討
委
員
会
の
今
後
に

つ
い
て
検
討

　
（
詳
し
く
は
12
頁
）

11
月
８
日

●
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
（
案
）

　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
条
例
（
案
）
に
つ
い

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た

意
見
の
説
明

●�

「
す
こ
や
か
長
寿
計
画
」の
骨
子
に

つ
い
て

　
現
在
、
計
画
策
定
委
員
会
で
検
討
さ
れ

て
い
る
計
画
に
つ
い
て
報
告

●�

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
指
定
管
理
者
の

募
集
要
項
等
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
の
新
た
な
指
定
管

理
者
募
集
に
つ
い
て
、
選
定
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
、
募
集
要
項
等
の
内
容
に
つ

い
て
。
12
月
中
旬
に
指
定
管
理
者
を
決
定

し
、
議
決
を
得
た
い
と
の
報
告

12
月
15
日

●�

す
こ
や
か
長
寿
計
画
・
福
祉
計
画
の

素
案
に
つ
い
て

　
12
月
下
旬
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
行
い
２
月
中
に
は
素
案
を
ま
と
め
る

予
定

●
村
営
住
宅
建
設
事
業
に
つ
い
て

　
近
隣
住
民
説
明
会
の
報
告
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明

●
２
０
２
４
財
政
計
画
に
つ
い
て

　
毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
計
画
が
ま

と
ま
り
、
今
後
10
年
の
財
政
の
見
通
し
を

説
明

●�

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場　
村
の
方
針
に

つ
い
て

　
審
議
会
で
「
廃
止
が
妥
当
」
と
の
答
申

が
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
住
民
に
改
め
て

村
の
方
針
を
示
し
意
見
を
聴
収
し
最
終
決

定
す
る
方
向

こ
の
ほ
か
７
項
目
を
協
議
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　10月27日（金）に招集された令和５年朝日村議会第６回臨時会では、「教
育委員会委員の任命につき同意を求めることについて」２件の議案が提出さ
れ、原案どおり可決した。

人事案件	 教育委員会委員の任命の同意

	 上條　正光	氏　　横山　潤子	氏
	 任期　令和５年10月27日から令和９年10月26日まで（４年間）

第６回
臨時会

全員
協議会

10
月
11
日

●
小
学
校
開
校
1
5
0
周
年
事
業

　
来
年
度
朝
日
小
学
校
開
校
1
5
0
周
年

を
迎
え
る
に
当
た
り
記
念
事
業
実
施
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
来
年
度
の
学
校
行

事
で
は
1
5
0
周
年
の
冠
を
付
け
た
記
念

の
音
楽
会
、
運
動
会
と
し
て
実
施
予
定
。

　
そ
の
他
、
特
定
空
家
略
式
代
執
行
予
定

に
つ
い
て
、
朝
日
村
文
化
祭
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会
要
綱
検
討

　
議
会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
検
討
委
員
会

で
検
討
を
重
ね
て
き
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

委
員
会
を
行
う
要
綱
（
案
）
に
つ
い
て
協

議
し
た
。
修
正
を
加
え
今
後
、
再
度
全
員

協
議
会
で
決
定
と
す
る
。
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150 周年を迎える朝日小学校
� 学校要覧より

マレットゴルフ場管理棟
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陳情としての受理ではなく、議員への資料配布扱いとなっていました「朝日村防犯カメラ設置条例（案）」の
陳情について12月８日に提出者から意見を伺いました。
陳情内容は、村民への周知を諮り、理解を更に深め、村民の意思のより反映された成案を得ることのできるよ
う、議会はブレーキをかけてほしい、制定のプロセスが村民に届いていないとのこと。意見は、村民は内容を吟
味する情報を持たないまま制定される。村民が置き去りになっている。条例（案）３条、７条を審議してほしい
とのことでした。
12日全員協議会で報告し、議員はそれぞれ受止め議決を行うこととなりました。

	 （総務産業委員長　齊藤	正法）

総務産業委員会報告　「防犯カメラ条例案」に対する陳情意見ヒアリング

村が今年度開いた『今後の医療あり方協議会』は３回の
会議を経て『公設民営の診療所の開設を』と村に答申を
行った。
これを受け12月22日、社会文教委員会は既に『公設民営』
の診療所を開設している上伊那郡中川村と飯島町に視察を
行った。
中川村は昭和₄₈年から直営診療所を運営してきたが、村
の一般会計からの繰入の増加や建物の老朽化もあり、平成
16年新築移転を機に『公設民営』へと切り替えた。また、
飯島町は開業医の高齢化や廃業に伴い、26年に開業支援補
助金など４つの支援制度を設け、医師確保の事業を始めた。
2₈年に応募があり協議の結果『補助金支給』ではなく、村
が地域福祉センターを増改築し医療機器を準備し『公設民営』での開業となった。
両町村の診療所の経営は現在安定しているとのこと。しかし、中川村「村が医師から選ばれる地域にならなくて

はいけない」、飯島町「補助制度を作りコンサルにも依頼したが応募は２年後の説明会だった」とのことで、医師確
保の難しさを強く感じた。
委員会としては、今後も村の地域医療の充実、医師確保、広がる医療の広域化など検討していく。

	 （社会文教委員長　中村	文映）

中川村片桐診療所

社会文教委員会「先進地視察」報告　　医師確保の難しさを実感！

議会モニターになりませんか
　朝日村議会では、議会の運営等への意見・提言などを行っていただく議会モ
ニター制度を導入しています。いただいた意見や提言などは議会において検討
し、改善が必要なことは、できることから進めていきます。
　モニターの皆さんからは、定例会等の会議、議会だよりへ意見、提言等を出
していただいています。年に２回会議を開催していますが、メール等で意見を
寄せていただいてもけっこうです。
　詳細は、議員または議会事務局へ
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村政に問う！！一般
質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。

▲こちらから
動画でご覧

いただけます。

ここが聞きたい　９議員20項目
羽多野 美映　議員（5頁）
１  村の水源を活用した安全・安心でお
いしい水の供給の３つの「ほしょう」

 保証・保障・補償について
２  男性にも「子宮頸がんワクチン」
接種の機会を！

３  全国体力運動能力、運動習慣等結
果に見る朝日村の子供たちの現
状と子供の運動習慣形成と体力
向上のための取り組みについて

豊田 惠美子　議員（6頁）
１　 朝日村御馬越左岸小水力発電所
計画について

２　 「朝日村防犯カメラの設置及び運
用に関する条例（案）」について

清澤 あゆみ　議員（6頁）
１　 子育て施策の周知の仕方について
２　 あさひプライムスキー場オープ
ンに向けた安全管理について

古池 美佐江　議員（7頁）
１　住民福祉について
２　 行政の広報や住民からの聞き取
りについて

小林 弘之　議員（7頁）
１　 朝日村内の水路管理について
２　防災行政無線事業について
清沢 正毅　議員（8頁）
１　 村簡易水道の節水協力要請の背景と

今後の安定した水源確保対策は？
２　 公共事業建設工事・森林整備事
業業者の入札資格申請の県への
一本化について

清沢 敬子　議員（8頁）
１　 命を守る自転車用ヘルメット着
用推進と購入費助成について

２　 新規就農・親元就農、スマート農業・
機械購入に関する取り組みについて

３　 高齢者の地域コミュニティ活性
化と会場環境整備について

齊藤 正法　議員（9頁）
１　 朝日村 2050 ゼ ロカーボン
ビジョンの推進について

２　 地域づくりと集落支援員の活動について
中村 文映　議員（9頁）
１  経済の地域循環と小水力発電について
２  令和７年国勢調査に向けての
人口増対策について

問　
現
状
へ
の
対
応
と
、
恒
久
的
な
対
策

は
？

建
設
環
境
課
長　
緊
急
的
な
措
置
は
各
水

源
か
ら
の
補
給
。
御
馬
越
水
道
と
大
尾
沢

浄
水
場
と
が
接
続
さ
れ
て
お
り
、
配
管
工

事
を
行
い
補
給
可
能
と
な
っ
た
。
舟
个
沢

の
余
剰
水
を
災
害
用
浄
水
機
を
設
置
し
補

給
す
る
。
深
夜
帯
の
不
明
水
は
漏
水
箇
所

の
特
定
と
補
修
を
行
う
。
恒
久
対
策
は
水

源
と
な
り
得
る
箇
所
の
調
査
を
基
本
計
画

策
定
業
務
に
組
み
込
み
、
新
た
な
水
源
の

調
査
を
行
っ
て
い
く
。

村
長　
危
機
的
な
断
水
は
避
け
ら
れ
た
。

２
月
の
渇
水
期
に
向
け
て
も
難
局
は
乗
り

切
れ
そ
う
。
村
内
の
水
道
事
情
が
村
民
に

認
知
さ
れ
て
い
な
い
。
節
水
は
引
き
続
き

お
願
い
し
、
放
送
内
容
を
変
え
な
が
ら
、

全
村
に
周
知
を
続
け
る
。

男
性
へ
の
Ｈ

※

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
検
討
を
！！

住
民
福
祉
課
長　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
感
染
す
る
。
男
性
の
場
合
で
も

様
々
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で

あ
る
が
、
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
国
で

は
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
費
用
対
効

果
の
評
価
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り
、
村
で

も
前
向
き
に
検
討
。
任
意
接
種
と
言
わ
れ

る
予
防
接
種
に
つ
い

て
の
情
報
発
信
の
取

組
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

羽多野 美映 議員

水
源
地
の
渇
水
、

水
の
供
給
は
？

答　

�

原
因
は
夏
～
秋
の
雨
量
の
減
少
、

渇
水
対
策
本
部
を
設
置
し
対
応
中※	

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
：
子
宮
頸
が
ん
の
原

因
と
言
わ
れ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
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豊田 惠美子 議員

小
水
力
発
電
計
画
の

メ
リ
ッ
ト
は

答　
�CO2
削
減
で
あ
る

問　
村
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
く
環
境
に

負
荷
を
か
け
る
小
水
力
発
電
で
は
な
く
、

地
元
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
鎖
川
の
生

態
系
の
保
全
、
水
資
源
の
保
全
循
環
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
行
う
方
法
で
CO2
削
減
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長　

一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
CO2
削
減
で

あ
る
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
等
税
収
が
見

込
ま
れ
る
等
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
今
後
、

地
元
住
民
へ
の
最
終
説
明
会
を
行
い
、
地

元
住
民
の
意
向
を
聞
く
予
定
で
あ
る
。
そ

の
後
、村
民
全
体
に
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
条
例
︵
案
︶
に
つ

い
て

問　

住
民
の
肖
像
権
・
人
格
権
を
侵
害

し
、
個
人
情
報
保
護
の
問
題
に
係
る
公
共

空
間
へ
の
行
政
に
よ
る
カ
メ
ラ
設
置
に
関

す
る
条
例
で
あ
る
村
民
へ
の
周
知
説
明
が

必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　
議
会
全
員
協
議
会
で
数
回
も

検
討
し
、
村
民
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
告

知
放
送
、
役
場
と
公
民
館
で
の
掲
示
、
新

聞
報
道
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ

て
お
り
、
説
明
責
任
は
果
た
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
は
、
村
民
の
声
を
代
表

し
た
多
く
の
議
員
が
数
年
前
か
ら
一
般
質

問
で
設
置
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
お
り
、

村
民
の
声
を
受

け
て
の
条
例
制

定
で
あ
る
。

問　
対
象
家
庭
へ
の
施
策
の
説
明
は
？

教
育
次
長　
年
齢
や
段
階
に
応
じ
た
き
め

細
か
な
説
明
を
す
る
こ
と
が
住
民
サ
ー
ビ

ス
と
子
育
て
支
援
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
対
応
し
、リ
ー

フ
レ
ッ
ト
も
活
用
し
て
い
く
。

問　
新
た
に
考
え
る
告
知
方
法
は
あ
る
か
。

教
育
次
長　
ラ
イ
ン
の
登
録
を
促
す
。
テ

レ
ビ
松
本
を
使
用
し
て
の
告
知
も
考
え
る
。

問　
母
子
手
帳
の
交
付
手
続
き
、
出
生
届

提
出
時
に
子
育
て
施
策
に
つ
い
て
伝
え
て

い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　
健
診
に
つ
い
て
伝
え
、

子
育
て
ノ
ー
ト
を
使
っ
て
面
談
。
今
後
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
渡
し
て
い
く
。

問　
様
々
な
夫
婦
形
態
が
あ
る
の
で
配
慮

必
要
だ
が
、
婚
姻
届
提
出
時
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
等
渡
し
て
い
る
か
。

住
民
福
祉
課
長　
今
後
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置

い
て
自
由
に
持
ち
帰
れ
る
よ
う
に
す
る
。

あ
さ
ひ
プ
ラ
イ
ム
ス
キ
ー
場
の
安
全

管
理
に
つ
い
て

問　
リ
フ
ト
の
工
事
期
間
、
も
う
少
し
余

裕
を
持
っ
た
方
が
い
い
の
で
は
？

産
業
振
興
課
長　
事
前
の
準
備
か
ら
最
終

の
工
事
確
認
書
類
提
出
期
間
を
含
め
て
工

期
と
し
て
い
る
。
安
全
対
策
を
最
優
先
と

し
、
村
、
指
定
管
理
者
、
工
事
業
者
と
協

議
進
め
な
が
ら
安
全
管
理
を
徹
底
し
て
い

く
。

清澤 あゆみ 議員

子
育
て
施
策
の

周
知
の
仕
方
に
つ
い
て

答　

�

施
策
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る

三俣堰堤

防犯カメラ
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古池 美佐江 議員

朝
日
・
波
田
線
で

福
祉
パ
ス
券
の
発
行
を

答　

�

ど
う
す
る
か
検
討
す
る
。
松
本
市
、山
形
村
と
も
協
議
検
討
す
る
。

行
政
の
広
報
や
住
民
か
ら
の
聞
き
取

り
に
つ
い
て

問　
融
和
集
会
で
話
さ
れ
た
内
容
な
ど
が

全
く
村
民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
か
？

企
画
財
政
課
長　
融
和
集
会
は
テ
ー
マ
を

決
め
て
議
論
し
行
政
執
行
に
関
わ
る
意

思
・
形
成
過
程
の
場
で
は
な
く
、
参
加
者

と
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
対
話
す
る
事
を
目
的

と
し
て
い
る
た
め
、
記
録
は
し
て
い
る
が

公
開
は
前
提
と
し
て
い
な
い
。

問　
村
は
ど
う
い
う
方
法
で
、
ど
れ
く
ら

い
広
報
す
る
の
が
適
当
だ
と
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
情
報
発
信
の
方
法
を
改
革
し

て
い
く
具
体
策
は
あ
る
か
。

企
画
財
政
課
長　
村
で
は
、
広
報
・
回
覧

板
・
告
知
放
送
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
手

段
が
あ
り
、
ラ
イ
ン
・
メ
ー
ル
で
も
発
信

し
て
い
る
。例
と
し
て
、村
営
賃
貸
ア
パ
ー

ト
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報
で
３
回
、
町

会
・
区
長
会
で
の
説
明
会
の
実
施
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
等
情
報
発
信
に
努

め
て
い
る
が
、
受
け
手
の
利
害
や
興
味
の

度
合
い
に
よ
り
様
々
な
捉
え
方
が
あ
る
こ

と
も
承
知
し
て
い
る
。
今
後
も
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
向
け
て
村
民
に
実
施
し
た
デ
ジ
タ
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
参
考
に
、
情
報
発

信
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

問　
村
内
に
あ
る
水
路
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
？
そ
の
水
路
土
地
所
有
権
は
だ
れ

が
（
村
地
区
）
管
理
し
て
い
る
の
か
？

建
設
環
境
課
長　
所
有
者
は
様
々
だ
が
ほ

と
ん
ど
が
村
。
管
理
は
受
益
者
で
組
織
し

地
区
・
区
が
行
っ
て
い
る
。
管
理
は
村
が

お
願
い
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
受
益
者
が

責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
い
る
。

問　
国
、
県
に
は
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
制
度
が
あ
り
村
内
で
交
付
金
を
用
い
て

維
持
管
理
し
て
い
る
地
区
は
あ
る
の
か
？

建
設
環
境
課
長　
現
在
、
村
内
３
団
体
が

制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

問　
他
地
区
と
同
じ
作
業
を
し
て
い
る
小

野
沢
地
区
で
は
な
ぜ
多
面
的
交
付
金
制
度

を
使
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
？

建
設
環
境
課
長　
再
度
小
野
沢
、
針
尾
区

へ
制
度
を
周
知
さ
せ
た
い
と
思
う
制
度
は

県
、
村
の
担
当
者
が
説
明
す
る
。

問　
水
路
土
地
を
含
む
災
害
や
老
朽
化
に

伴
っ
て
補
修
工
事
の
実
施
主
体
は
村
で
対

応
す
る
の
か
？

建
設
環
境
課
長　
老
朽
化
な
ど
農
業
用
排

水
路
、
長
寿
命
化
工
事
等
、
土
地
改
良
事

業
は
受
益
者
が
発
生
す
る
た
め
、
受
益
者

負
担
金
を
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
こ
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
水
路
、
土
地
を
含
む
災
害
や
老
朽
化

に
と
も
な
っ
て
補
修
工
事
の
実
施
主
体
は

村
で
対
応
す
る
の
か
？

建
設
環
境
課
長　
高
齢
化
ま
た
過
疎
化
と

い
う
と
こ
ろ
は
否
め
な
い
受
益
者
が
管
理

し
て
く
基
本
路
線
で
お
願
い
し
た
い
。

小林 弘之 議員

朝
日
村
内
の

水
路
管
理
に
つ
い
て

答　

�

土
地
所
有
者
は
村
、
受
益
者
が
管
理

松本市「ぐるっとまつもとバス」

水利取入れ口
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清沢 正毅 議員

水
道
断
水
回
避
と

今
後
の
水
源
確
保
は
？

答　

�

渇
水
対
策
本
部
を
立
上
げ
断
水
回
避
対
応
中
、

安
定
水
源
確
保
策
も
研
究

問　

現
在
村
民
へ
節
水
協
力
要
請
が
あ

り
、
更
に
２
月
は
例
年
渇
水
時
期
と
な
る

が
断
水
回
避
対
策
へ
の
取
組
は
万
全
か
？

ま
た
、
今
後
も
異
常
気
象
に
よ
る
高
温
少

雨
が
常
態
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
た

め
、
将
来
に
向
け
た
安
定
水
源
確
保
計
画

の
作
成
が
必
要
と
考
え
る
が
、
行
政
の
考

え
は
？

建
設
環
境
課
長　
11
月
末
に
渇
水
化
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
御
馬
越
水
道
連
結
、
簡

易
ろ
過
装
置
２
台
設
置
、
近
隣
自
治
体
か

ら
の
給
水
車
受
水
等
の
対
応
に
よ
り
、
断

水
は
回
避
で
き
そ
う
。恒
久
対
策
と
し
て
、

今
後
の
企
業
誘
致
も
含
め
た
、
計
画
給
水

人
口
・
水
需
要
予
測
・
給
水

量
算
出
お
よ
び
新
た
な
井
戸

水
脈
調
査
等
を
含
め
安
定
水

源
確
保
策
に
向
け
て
、
水
道

事
業
基
本
計
画
策
定
を
今
年

度
末
ま
で
に
実
施
す
る
。
ま

た
、
広
域
連
携
に
よ
る
水
道

事
業
運
営
に
も
積
極
的
に
取

り
組
む
。

公
共
事
業
建
設
業
者
等
入
札
参
加
資

格
申
請
の
県
へ
の
一
本
化
に
つ
い
て

問　
市
町
村
の
省
力
化
を
ね
ら
い
と
し
て

24
年
度
か
ら
入
札
参
加
資
格
を
県
で
一
括

審
査
す
る
と
の
事
で
す
が
、
当
村
も
県
に

委
託
す
る
の
か
？

総
務
課
長　

現
在
当
村
で
は
該
当
す
る

参
加
資
格
申
請
対
象
事
業
者
は
合
計
で

8
0
0
社
あ
る
。
ま
だ
県
か
ら
の
参
加
費

用
面
で
の
条
件
が
不
明
確
な
た
め
現
在
は

見
合
わ
せ
て
い
る
が
、
来
年
度
以
降
費
用

面
で
の
条
件
が
明
確
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

前
向
き
に
考
え
て
い
く
。

問　
新
規
就
農
者
の
育
成
支
援
策
は
？

産
業
振
興
課
長　
ま
ず
は
村
内
の
農
業
者

で
指
導
者
と
な
る
里
親
を
増
や
す
の
が
メ

イ
ン
。
そ
の
研
修
費
の
補
助
を
今
後
行
う

予
定
。
里
親
制
度
を
し
っ
か
り
作
っ
て
い

く
こ
と
。
村
と
し
て
経
費
の
か
か
ら
な
い

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
雇
っ
て
い
く
こ

と
。
住
む
所
、
機
械
置
場
な
ど
の
整
備
。

松
本
市
と
県
と
Ｊ
Ａ
の
新
規
就
農
者
育
成

対
策
事
業
の
参
考
事
例
を
含
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
る
。

問　
朝
日
村
農
業
機
械
購
入
補
助
を
見
直

す
考
え
は
あ
る
か
？

産
業
振
興
課
長　
農
業
機
械
購
入
補
助
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
個
人
に
加
え
、

法
人
も
対
象
と
す
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
・
農
業
用
機
械
・
生
産

施
設
導
入
な
ど
購
入
支
援
は
、
国
・
県
の

補
助
制
度
を
活
用
で
き
る
よ
う
周
知
す
る
。

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進
に

つ
い
て

問　

県
平
均
着
用
率
17
・
3
%
と
低
い

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
意
識
付
け
は
？

総
務
課
長　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
努

力
義
務
化
。
保
育
所
、
小
・
中
学
校
、
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
対
し
、
子
供
が
自
転
車
を
運

転
す
る
時
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
に
努
め

る
よ
う
確
認
。
高
校
生
は
５
万
円
の
通
学

補
助
を
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
着
用
に
つ
い
て
周
知
啓
発
し
て
い

く
。
ま
た
交
通
安
全
教
室
な
ど
で
の
呼
び

か
け
、
回
覧
板
・
広
報
な
ど
で
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

清沢 敬子 議員

未
来
を
担
う

農
業
経
営
者
対
策
は

答　

�

₁₀
年
先
の
農
業
を
維
持
す
る
た
め
に
組
織
化
が
必
要

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
た
形
で
考
え
て
い
く

スマート農業「自動操舵システム機能付きトラクター」

仮設膜ろ過装置設置状況
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村
2
0
5
0
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

問　
小
水
力
発
電
所
の
視
察
は
可
能
か
？

建
設
環
境
課
長　

そ
う
い
う
機
会
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
。

問　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
の
進
捗

は
？

村
長　
太
陽
光
発
電
や
蓄
電
シ
ス
テ
ム
な

ど
細
か
な
手
を
打
っ
て
き
て
い
る
が
、
大

き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
小
水
力
発
電
）
は

今
回
が
初
め
て
。
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
無

い
が
、
C
O
2
削
減
を
着
実
に
摘
み
取
っ

て
い
く
。

松
く
い
虫
対
策
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
。
早
め
に
樹
種
転
換
を
し
て
い
く
こ
と

も
一
つ
の
取
組
だ
と
思
う
。
今
後
、
古
見

地
区
の
皆
さ
ん
と
協
議
に
入
る
予
定
で
い

る
。

地
域
づ
く
り
と
集
落
支
援
員
の
活
動

に
つ
い
て

問　
集
落
点
検
そ
の
後
の
活
動
は
？

企
画
財
政
課
長　
役
員
の
負
担
や
負
担
金

等
の
問
題
点
が
見
え
て
き
て
い
る
。
集
落

支
援
員
が
区
の
運
営
委
員
会
に
出
席
し
話

合
い
を
行
っ
て
い
る
。

問　
入
三
で
Ｆ
Ｄ
実
施
は
ど
う
か
？

総
務
課
長　

手
法
を
学
ん
だ
職
員
が
入

り
、
将
来
を
見
通
し
た
計
画
作
り
が
で
き

る
と
思
う
。

齊藤 正法 議員

来
春

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
を

答　
今
後
、
検
討
す
る

問　
村
が
計
画
し
て
い
る
﹁
優
良
賃
貸
型

住
宅
﹂
に
、
人
口
対
策
と
し
て
職
員
に
住

ん
で
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　
賃
貸
住
宅
は
子
育
て
世

代
向
け
の
住
宅
で
あ
る
。

問　
危
機
管
理
の
面
や
組
織
論
的
に
も
職

員
の
村
内
居
住
は
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長　
賃
貸
住
宅
に
も
条
件
が
合
え

ば
居
住
で
き
る
。
今
後
職
員
住
宅
や
組
織

の
あ
り
方
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
他
市
で
は
職
員
に
ふ
る
さ
と
納
税
を

勧
奨
し
て
い
る
が
、
村
は
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　
し
て
い
な
い
。

企
画
財
政
課
長　
検
討
し
て
、
可
能
な
ら

周
知
し
て
い
く
。

小
水
力
発
電
を
村
が
や
っ
た
ら
ど
う

か
？

問　
小
水
力
発
電
は
県
の
企
業
局
も
調
査

し
て
い
る
が
県
と
打
ち
合
わ
せ
し
て
い

る
か

建
設
環
境
課
長　
打
ち
合
わ
せ
は
し
て
い

な
い
。
県
の
事
業
を
見
守
っ
て
い
く
。

村
長　
村
は
色
々
な
事
業
を
進
め
た
い
。

村
が
小
水
力
発
電
す
る
こ
と
は
優
先
順
位

が
低
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
県
が
調
査

し
て
い
る
内
容
や
、
費
用
が
ど
の
位
掛
か

る
か
聞
い
て
い
き
た
い
。

小
水
力
発
電
は
他
村
で
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
。
で
き
る
か
で
き
な
い
か
は
村
や

職
員
の
思
い
だ
。
村
民
の
知
ら
な
い
う
ち

に
民
間
企
業
の
事
業
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出

す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

中村 文映 議員

若
い
職
員
に
村
に
住
ん
で

も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
？

答　

�

職
員
は
村
内
に
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
住
宅
が
な
い

※	

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
（
Ｆ
Ｄ
）：
様
々
な
課

題
に
対
し
、
現
役
世
代
だ
け
で
な
く
、
そ
の
課
題

の
影
響
が
及
ぶ
将
来
世
代
の
立
場
も
踏
ま
え
て
議

論
し
よ
う
と
い
う
取
組

小水力発電所建設計画がある鎖川上流部
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議員
活動報告

地
域
を
目
で
見
て
聞
い
て
参
加

　
議
員
は
、
議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
た
く
さ
ん
の

諸
会
議
・
行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
な
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

長野県庁・国会議員会館訪問
10月₃0日朝日村をはじめとする東筑摩郡議
長会の要望書を携え県に要望活動を行いまし
た。

県庁では関副知事や長野県建設部長と面談
し、関副知事から「朝日村をはじめとする東
筑摩郡の課題解決は長野県の発展に大きく寄与する。各課と連携してしっかりと対応
をしていきたい」と力強い言葉をいただきました。
翌月11月2₈日には国会議員会館にて要望活動を行い、長野県選出の務台俊介・下條
みつ・中川宏昌・羽田次郎代議士の議員室を訪問し朝日村の課題について陳情請願を
提出いたしました。
各代議士より「関係機関に働きかけ早期課題解決に向けて全力で取り組む」との言
葉をいただきました。村の課題を長野県そして国に届けることが課題解決の一歩とな

り、ここで暮らす我々の幸せに繋がるものであ
ると確信しています。
引き続き、こうした活動を通じて村の発展の
ために尽力したいと思います。
	 （北村	直樹）

東筑摩郡村議会議員交流会から
11月６日、３年ぶりに東筑摩郡村議会交
流会が麻績村地域交流センターで開かれま
した。
栁澤秋孝松本短期大学名誉教授の「今、
子どもの教育に必要なこと～運動を通じて
子どものこころと身体を育む～」という講
演を聴きました。「日本の子どもを取り巻
く環境が昔と変わり、外遊びが減少してき
たことで脳の発達に遅れが見られる。昔は

遊びの中で全身を動かし、自然に子ども同士
がコミュニケーションをとり、前頭葉が発達
した環境があった。
室内での静的遊びが増えている現代は、子
ども達に運動の楽しさを体感させることが必
要」という大変興味深い話でした。麻績村文
化財を見学し、シェーンガルテンおみで議員
同士の交流を深める事ができ、有意義なひと
ときでした。

	 （古池	美佐江）

関副知事へ要望

郡下議員約 50人が参加

国会議員に要望

	 （古池	美佐江）麻績村文化財の視察
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議会活動日誌
₁₀月

4 水 松本広域連合議会常任委員会視察研修
5 木 あさひ保育園運動会
8 日 松本山雅ホームタウンベアラー
9 祝 スポーツフェスティバル
10 火 土地開発公社理事会

松本広域連合議会運営委員会
11 水 全員協議会・老人福祉計画及び第９期介

護保険事業計画策定委員会
12 木 先進地視察（埼玉県12～13日）
15 日 村民ゴルフ大会
20 金 松本地域正副議長懇談会　 ₁₁P

議会運営委員会
21 土 鎖川愛護会河川清掃作業
23 月 県議長会定期総会

東筑議長会県議会要望　 ₁₀P
24 火 全国監査委員研修会（24～25日）
27 金 第６回臨時会
28 土 朝日村OB野球リーグ閉幕式
30 月 東筑議長会県要望　 ₁₀P
31 火 松塩地区広域施設組合議会

₁₁月
1 水 松塩地区木曽老人福祉施設組合議運
2 木 朝日小学校校内音楽会
5 日 朝日村表彰式・あさひスキークラブ定期総会
6 月 東筑摩郡議員交流会
8 水 全員協議会・鉢盛中学校議会
9 木 環境保全協議会視察（9～10日）
10 金 松本広域連合組合議会運営委員会
15 水 松本糸魚川連絡道路建設議員連盟
16 木 福井県池田町行政視察対応
17 金 松本広域連合議会定例会
20 月 松塩地区木曽老人福祉施設組合議運

総務産業委員会勉強会・県議長会打合せ
21 火 県議長会国へ要望活動（21～22日）
24 金 JA野菜販売実績検討会
27 月 老人福祉計画及び第９期介護保険計画策

定委員会・議会運営委員会
28 火 全国町村議長大会・国会議員要望

（28～29日）　 ₁₀P
30 木 行政改革推進委員会

₁₂月
1 金 県議長会12月役員会
5 火 12月定例会開会　 P2・P3
8 金 常任委員会
12 火 12月定例会一般質問
14 木 あさひプライムスキー場安全祈願
15 金 定例会本会議・全員協議会
17 日 アイススケート場安全祈願
18 月 土地開発公社理事会
19 火 森林の里親契約更新調印式

テレビ松本年始挨拶収録
22 金 社会文教委員視察
23 土 観光協会プロジェクト報告会
26 火 JA行政懇談会・総合計画審議会

保育園餅つき会

第45回松本地域正副議長懇話会
意見交換会
10月20日、松本博物館にて松本地域正副議長懇話会が

開催された。
この会は生活圏域の広域化に伴い、周辺市村との連携

を必要とする行政の諸問題が多くなってきているので、
市村議会としても住民の福祉向上と地域一帯の均衡ある
発展を期するため、意見交換し住民の負託に応えること
を目的としている。
毎年１回の開催だがコロナ禍で４年ぶりに開催された。
まず「松本市立博物館について」加藤　孝館長から講

演を聞きその後、博物館館内を視察した。この地域を一
体とした歴史がよく分かる素晴らしい博物館であった。
みなさんも一

度は松本博物館
に行ってみま
しょう！
	（小林	弘之）

４年ぶりの開催

第67回町村議会議長会全国大会
11月2₉日、東京渋谷

NHKホールで行われ
た町村議長会全国大会
に出席。
全国の町村議長を含

む1600名が一堂に会
し、各地の「農業・
林業・水産業振興対
策」・「町村財政の強化」・「議会機能強化及び多様な人材
が参画するための環境整備」等について、様々な要望や
決議を行いました。特に近々の課題としては、私たちの
生活に直結する原油価格・物価の高騰であり国民生活や
経済活動に深刻な影響を及ぼしています。このような課
題は長野県だけではなく全国₄7都道府県皆同じでありま
す。国はしっかりと要望を受け入れ対策を講じていくこ
とを願っています。
また、後半には「地域から輝く日本へ。未来への選択

と責任」について講師である伊藤聡子氏の研修を受け、
皆、熱心に聴講しました。
	 （北村	直樹）

全国研修　NHKホールで開催
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編
集
後
記

﹁
村
の
歴
史
を
勉
強
し
て
く
り
や
﹂

第
50
号
創
刊
号
に
寄
せ
ら
れ
た
、
粟
津

原
さ
ん
の
言
葉
で
あ
る
。﹁
温
故
知
新
﹂

と
は
、
過
去
の
出
来
事
や
教
え
を
良
く

調
べ
て
学
び
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
知
識

を
得
る
こ
と
を
言
う
。
村
の
渇
水
対
策

は
以
前
に
使
用
し
て
い
た
設
備
を
再
利

用
し
て
危
機
を
回
避
す
る
と
い
う
、
先

人
の
築
き
の
上
に
成
り
立
っ
た
出
来
事

だ
っ
た
。

歴
史
を
紐
解
き
、
先
人
た
ち
の
成
果

を
次
代
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
つ
な

げ
て
い
く
た
め
に
も
、
丁
寧
に
根
気
よ

く
村
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が
我
々

議
員
の
使
命
で
も
あ
る
。
温
故
知
新
の

言
葉
は
﹁
以
て
師
と
な
る
べ
し
﹂
と

続
く
。
培
っ
た
も
の
を
﹁
師
﹂
と
し
て

後
世
に
伝
え
ら
れ
る
か
、
活
動
を
問
わ

れ
る
。

 

（
羽
多
野
美
映
）

　
委
　
　
員

　
副
委
員
長

　
委
員
長

編
集
委
員

　
議
　
　
長

発
行
責
任
者

清
沢
　
正
毅

清
澤
あ
ゆ
み

中
村
　
文
映

羽
多
野
美
映

小
林
　
弘
之

北
村
　
直
樹

▲
こ
ち
ら
か
ら

　
朝
日
村
議
会
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

小
野
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
近
く
に
あ
る
雑
貨
と
駄

菓
子
の
お
店
、
ら
ら
ひ
か
り
や
さ
ん
。
店
主
は
小

島
亜
子
さ
ん
。
ら
ら
ひ
か
り
や
さ
ん
を
は
じ
め
て

３
年
目
に
な
る
そ
う
。
も
と
も
と
ア
ト
リ
エ
と
し

て
使
っ
て
い
た
ス
ペ
ー
ス
に
、
駄
菓
子
を
置
い
た

ら
子
供
た
ち
が
来
て
く
れ
る
の
で
は
と
の
思
い
か

ら
、
は
じ
め
は
少
し
だ
け
だ
っ
た
駄
菓
子
の
売
り

場
面
積
が
だ
ん
だ
ん
広
が
り
、
今
で
は
所
狭
し
と

並
べ
ら
れ
た
懐
か
し
い
駄
菓
子
に
加
え
て
、
近
隣

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
の
作
品
も
販
売
し
て
い
ま

す
。
一
点
も
の
の
め
ず
ら
し
い
も
の
、
か
わ
い
い

も
の
が
あ
り
、
大
人
も
わ
く
わ
く
す
る
駄
菓
子
屋

さ
ん
で
す
。
小
島
さ
ん
の
作
品
に
も
出
会
え
ま
す

よ
。
子
供
を
連
れ
て
安
曇
野
市
か
ら
通
う
常
連
さ

ん
も
い
る
と
か
。
い
ろ
ん
な
人
と
の
交
流
が
楽
し

い
と
笑
顔
の
小
島
さ
ん
で
し
た
。
営
業
日
の
確
認

は
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
へ
。

 
（
清
澤
あ
ゆ
み
）店主の小島さん

ららひかりや第19弾

村内の施設やイベントに議員が訪問して
その取組や要望を聞く地域密着のコーナー

朝
日
村
議
会
は
他
に
先
駆
け
て
、
令
和

元
年
か
ら
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
目

指
し
、
会
議
の
効
率
化
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
活
動

Ｐ
Ｒ
の
実
現
を
目
標
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
化

検
討
委
員
会
の
立
上
げ
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
議
会
本
会
議
お
よ
び
議
会
全
員
協

議
会
を
含
む
各
種
会
議
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
。
各
議
員
が
１
台
ず
つ
持
ち
、
議
場

で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
通
し
て
議
案
審
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
膨
大
な

会
議
資
料
等
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実
現
し

ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
を
使
っ
て
広
く
タ
イ
ム

リ
ー
に
活
動
報
告
が
で
き
る
仕
組
み
を
実

現
、
さ
ら
に
は
今
後
の
各
委
員
会
の
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
に
向
け
た
要
綱
作
成
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
委
員
会
と
し
て
は
一
応
所
期

の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
判
断

し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
べ
く
デ
ジ
タ
ル

化
委
員
会
を
一
旦
解
散
し
、
現
在
の
議
会
だ

よ
り
編
集
委
員
会
機
能
に
包
括
し
て
、
新
た

に
﹁
議
会
広
報
委
員
会
﹂
に
名
称
変
更
し
、

議
会
だ
よ
り
お
よ
び
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
報
の
２
つ
の

機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

 
（
清
沢　
正
毅
）

議
会
デ
ジ
タ
ル
化
委
員
会
機
能
を

新
た
に
議
会
広
報
委
員
会
に
！


